
今年のカタクチイワシ卵仔魚の出現ピークは例年より
も早い傾向あります（図1）。また、近年では、8月以降に
は出現量が大きく減少しますが、今年は比較的多く出
現する傾向が10月まで継続しています。
卵仔魚について発育段階別にみると、7月以降は卵
の出現量が減少し、秋～冬にかけて仔魚の出現量も
減少していく傾向があります（図2）。しかし、今年は少
ないながらも卵の出現が10月まで継続しています。
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図1．2019-2023年におけるカタクチイワシ卵仔魚の
密度の月別推移（年別平均）．

図2．2019-2023年におけるカタクチイワシ卵仔魚
（発育段階別）の密度の経月変化．

＊発育段階について
A卵：受精～原口が閉鎖するまで
B卵：Aの末期～尾部先端遊離まで
C卵：Bの末期～ふ化まで
前期仔魚：卵黄を完全に吸収するまで
後期仔魚：鰭条数が定数に達するまで

1. カタクチイワシ卵仔魚の出現傾向

2. なぜ今年は卵仔魚が多い？

図3．2023年10月の鉛直水温（上段）および平年偏差（下段）．
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昨年の10月中旬以降、黒潮が本県沖で立ち上がったこと
により、例年よりも本県海域の水温が高い状態が継続して
います（図3）（参考：過去の海洋観測結果）。国内の太平洋
沿岸における本種の好適な産卵水温は、海面水温が15.6
～27.8℃の海域で、そのピークは21.7℃であること（Takasuka 

et al., 2008）、春季には、本県よりも南側の海域からカタクチイ
ワシ卵仔魚が本県海域に供給されている可能性が示唆さ
れてます（黒山ほか、2006） 。また、仔魚の成長に適した水温
は21℃以上であることも知られています（Nishikawa et al., 2022）。
以上のことから、今年の卵仔魚の出現量が多くなっている
要因として、黒潮からの暖水波及・反流によって本県よりも
南側の海域から供給される卵仔魚が多かった可能性や、
卵仔魚の成長に適した環境が継続したことが考えられます。
なお、10月まで卵が採集されていることについては、本種
にとって好適な産卵水温が継続しているためと考えられま
すが、詳細については今後、研究を進めてまいります。
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